
ＤＶの現状等について

令和２年11月27日

内閣府男女共同参画局



ＤＶの被害状況等

１



男女間における暴力に関する実態把握のため、平成29年12月に、

全国20歳以上の男女5,000人を対象に、無作為抽出によるアンケート調査を実施

3,376人（女性1,807人、男性1,569人）から回答（有効回収率67.5％）

男女間における暴力に関する調査結果（平成30年３月公表

・配偶者暴力防止法についての認知

・配偶者等からの暴力について相談できる窓口の認知

・夫婦間での行為についての暴力としての認識

・配偶者からの暴力の被害経験

・交際相手からの暴力の被害経験

・特定の相手からの執拗なつきまとい等の経験

・無理やりに性交等された経験

調査結果掲載URL http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/chousa/h11_top.html

調査の目的、対象

調査項目

２

注：「配偶者」には、婚姻届を提出していない事実婚や別居中の夫婦、元配偶者（離別、死別、事実婚解消）も含む。
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1.5配 偶 者 か ら の 被 害 経 験 の 有 無

身体的暴行（例えば、なぐったり、けったり、物を投
げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行）

心理的攻撃（例えば、人格を否定するような暴言、

交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視したり、
長期間無視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分
もしくは自分の家族に危害が加えられるのではないかと恐
怖を感じるような脅迫

経済的圧迫（例えば、生活費を渡さない、貯金を勝
手に使われる、外で働くことを妨害されるなど）

配偶者からの暴力の被害経験

約４人に１人は配偶者から暴力を受けたことがある

性的強要（例えば、いやがっているのに性的な行為

を強要さｆれる、見たくないポルノ映像等を見せられる、避
妊に協力しないなど）

あった
（計）

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

あった（計）

（％）

Ａ
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Ｃ

Ｄ

（26.2）

（17.4）

（13.7）

（6.8）

（6.0）

３

（ｎ=2,485）



・暴力のいずれの行為も、女性の方が被害経験者の割合が高い
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配偶者からの暴力の被害経験（男女別）

〔女性〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

〔男性〕
あった（計）

あった（計）

あった
（計）

（19.9）

（14.5）

（10.0）

（2.9）

（1.5）

４

（ｎ=1,119人）（ｎ=1,366人）

あった
（計）

（31.3）

（19.8）

（16.8）

（10.0）

（9.7）

Ａ 身 体 的 暴行

Ｂ 心 理的 攻撃

Ｃ 経 済的 圧迫

Ｄ 性 的 強 要

配 偶 者 か ら の
被 害経 験の 有無

・女性の約３人に１人は被害経験があり、約７人に１人は何度も受けている



感じた 2.9%

感じなかった 20.4%

被害を受けたことがない 72.3%

無回答 4.4%

男女計

0.6%

17.1%

78.9%

3.4%
男性4.7%

23.2%

66.9%

5.2%

女性

配偶者からの暴力被害により命の危険を感じた経験

女性（婚姻経験者）の約２１人に１人が命の危険を感じたことがある

５

（ｎ=2,485人）

（ｎ=1,366人） （ｎ=1,119人）



子供のいる被害女性の約３割が、子供への被害経験も認識

配偶者による子供への被害経験（複数回答）

（％）
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13.1

―

―
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8.1

13.1
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7.9

―
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13.0

18.6

25.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

まったくない

わからない

性的虐待

ネグレクト

身体的虐待

心理的虐待

あった

女性(n=392人)

男性(n=198人)

あ っ た

心 理 的 虐 待

身 体 的 虐 待

ネ グ レ ク ト

わ か ら な い

ま っ た く な い

無 回 答

性 的 虐 待



配偶者からの暴力被害の相談の有無、相談先

・女性の約４割、男性の約７割はどこ（誰）にも相談していない

・相談先の大多数は、家族・親戚、友人・知人

配偶者からの被害の相談先（複数回答）
（％）

（％）

配偶者からの被害の相談の有無（推移）

７

（ｎ=427人）

（ｎ=223人）
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相談した(女) 相談しなかった(女)

無回答(女) 相談した(男)

相談しなかった(男) 無回答(男)

3.6
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0.9
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0.9
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1.3
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13.0

12.6

4.2
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0.5
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33.0
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分類 1

分類 2

分類 3

分類 4

分類 5

分類 6

分類 7

分類 8

分類 9

分類 10

分類 11

分類 12

分類 13

女性

男性

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や
男女共同参画センターに相談

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談

学校関係者（教員、養護教諭、スクールカウンセ
ラーなど）に相談

そ の 他

友 人 ・ 知 人 に 相 談

職場・アルバイトの関係者（上司・同僚、部下、取
引先など）に相談

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カ
ウンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターな
ど）に相談

医療関係者 （ 医 師 、看 護師 な ど ）に 相談

警 察 に 連 絡 ・ 相 談

（警察・配暴センター・男女共同参画センター・法務
局等）以外の公的な機関（市役所など）に相談

家 族 や 親 戚 に 相 談

ど こ （ だ れ ） に も 相 談 し な か っ た

無 回 答
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配偶者からの暴力被害を相談しなかった理由（複数回答）
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7.2%

21.5%

46.2%

25.1%

男性

相手と別れた

10.8%

別れたい（別れよう）

と思ったが、別れな

かった 36.6%別れたい（別れよう）とは

思わなかった 33.4%

無回答 19.2%

男女計

12.6%

44.5%26.7%

16.2%

女性

配偶者から暴力被害を受けたときの行動

被害を受けた人のうち、相手と別れた人は約１割

９

（ｎ=650人）

（ｎ=427人）
（ｎ=223人）



－

6.9

6.9

－

17.2

6.9

17.2

10.3

51.7

69.0

0.8

5.5

4.7

8.7

5.5

8.7

12.6

40.2

40.9

53.5

0.0 50.0 100.0

無 回 答

そ の 他

相手と子供だけで暮らすことになった

場合、子供に危害が加えられるおそ

れ が あ っ た か ら

出ていくなら子供を置いて行けと言わ

れ た か ら

子供の保育所や学校の問題（子ども

が転校を嫌がる、保育所への転入が

難 し い な ど ）

子 供 が 反 対 し た か ら

相手に親権を奪われ、子どもと離れば

なれになるおそれがあったから

養育しながら生活していく自信がな

か っ た か ら

子供にこれ以上余計な不安や心配を

さ せ た く な い か ら

子供をひとり親にしたくなかったから

女性

男性

－

2.1

2.1

14.6

16.7

－

10.4

10.4

33.3

22.9

33.3

16.7

60.4

0.5

11.1

5.8

3.2

3.2

7.4

7.9

9.5

8.9

19.5

17.9

48.9

66.8

0.0 50.0 100.0

無 回 答

そ の 他

相手の仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力

や 、 性 的 な 画 像 の ば ら ま き な ど ）

孤 立 し て し ま う と 思 っ た か ら

別 れ る と 寂 し い と 思 っ た か ら

周囲の人から、別れることに反対されたから

これ以上は繰 り返 され ない と思 ったから

相手が別れるこ とに同意しなかったから

相 手 に は 自 分 が 必 要 だ と 思 っ た か ら

相手が変わってくれるかもしれないと思った から

世 間 体 が 悪 い と 思 っ た か ら

経 済 的 な 不 安 が あ っ た か ら

子供がいるから、子供のことを考えたから

女性

男性

子どもが原因で別れなかった最大の理由(複数回答）

配偶者と別れなかった理由

・相手と別れなかった理由で最も多いのは「子供のこと」

・その最大の理由は「子供をひとり親にしたくなかったから」、次いで「子供に心配させたくない」

（％）

10

（ｎ=190人）

（ｎ=48人）

（ｎ=127人）

（ｎ=29人）

配偶者と別れなかった理由（複数回答）

（％）

・特に女性は、「経済的不安」や「養育しながら生活していく自信がなかったから」の割合が高い



ＤＶの相談件数等
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被

害

者

保護命令の申立て

・配偶者からの身体に対
する暴力

・配偶者からの生命等に
対する脅迫

国民、
医師等

配偶者暴力相
談支援センタ
ー等の利用の
情報提供努力
義務

相談

援助

保護

①発見者は通報努力義務
②医師等は通報可能
(被害者の意思を尊重
する努力義務）

厚生労働大臣が定める基準を満たす者
（ 民間シェルター ・母子生活支援施設 等）

保護命令

○ 被害者への接近禁止命令
○ 子への接近禁止命令
○ 親族等への接近禁止命令
○ 電話等禁止命令
● 退去命令

凡例：○６か月間、●２か月間

発
令

警察

○ 被害の防止
○ 被害者の保護
○ 被害発生防止のために
必要な措置・援助

福祉事務所

○ 自立支援等
母子生活支援施設への
入所、保育所への入所、
生活保護の対応、児童
扶養手当の認定

等

民間団体

連携

連携

連携

地方裁判所

地裁の請求に基づく書面提出
等

保護命令発令
の通知 保護命令違反に対する罰則

１年以下の懲役 又は １００万円以下の罰金

配
偶
者
に
暴
力
を
振
る
う
相
手
方

連携

配偶者暴力相談支援センター・警
察への相談等がない場合、公証人
面前宣誓供述書を添付

※センターへの通知は、
センターへの相談等
があった場合のみ

配偶者暴力防止法のフローチャート

児童相談所

配偶者暴力相談支援センター

○ 相談又は相談機関の紹介
○ カウンセリング
○ 緊急時における安全の確保
○ 一時保護（婦人相談所）
○ 自立支援、保護命令制度・シェルターの
利用についての情報提供・助言・関係機関
との連絡調整・その他の援助

委託

12



ＤＶ防止法における「配偶者」の定義

・ 法律婚の相手方

・ 事実婚の相手方

・ 元法律婚の相手方

・ 元事実婚の相手方

• 生活の本拠を共にする交際相手（婚姻関係における共同生
活に類する共同生活をしていないものを除く。）

• 元生活の本拠を共にする交際相手（婚姻関係における共同
生活に類する共同生活をしていなかったものを除く。）（法第２８条の２の

規定により準用）

法第１条第３項で
定義を規定

ただし、離婚後や同棲解消後に始まった暴力であれば、

「配偶者からの暴力」とはみなさない

ＤＶ法施行
平成13年
10月13日～

第１次改正
平成16年
12月2日～

第３次改正
平26年
１月３日～

13



☞ 警察官による被害の防止や援助の対象となる被害者は、

配偶者からの「身体に対する暴力」を受けている者に限る

☞ 裁判所による保護命令の対象となる被害者は、

配偶者からの「身体に対する暴力又は生命等に対する脅迫」

を受けた者に限る

ＤＶ防止法における「暴力」の定義

14



警 察 （警察官）

被害者の意思を踏まえ、配偶者の検挙、指導・警告、自衛・対応策についての情報提供など

の適切な措置をとります。

都道府県の婦人相談所など適切な施設が、配偶者暴力相談支援センターの機能を果たして

います。また、市町村が設置している配偶者暴力相談支援センターもあります。

① 相談又は相談機関の紹介

② カウンセリング

③ 被害者及び同伴者の緊急時における安全の確保及び一時保護

④ 被害者の自立生活促進のための情報提供その他の援助

⑤ 保護命令制度の利用についての情報提供その他の援助

⑥ 被害者を居住させ保護する施設の利用についての情報提供その他の援助

※ 各施設ごとに、そこで果たしている機能の程度は異なります。

配偶者暴力相談支援センター 【全国２９２か所（うち、市町村設置１１９か所）】

（令和２年４月１日現在）

ＤＶ防止法における「相談」等について

15
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市町村

都道府県

（283）

（120）

（144）

（177） （180）
（183）（188）

（201）
（212）

（232）
（243）

（261）
（270）

（278）
（287）

配偶者暴力相談支援センター数の推移
（箇所）

※ 内閣府調べ
※ 各年４月１日現在（平成25・26年は７月１日現在、平成27年は11月９日現在、平成28年は７月２日現在、
平成29年は1１月２日現在、平成30年は12月３日現在、令和元年７月１日）

※ （ ）内は、都道府県及び市町村が設置する配偶者暴力相談支援センターの設置数の合計

（292）
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11,035 12,758 14,692 14,864 16,688 17,662 19,131 20,941 21,821 22,640 25,250 
30,060 31,855 34,072 33,418 32,385 34,849 

23,950 
29,820 

33,736 36,475 
40,705 43,004 

47,107 
49,849 

53,134 
57,236 

60,686 

64,797 65,895 
72,246 69,780 70,043 

75,964 

958 

647 

901 
806 

1,135 
1,412 

1,958 
2,002 

2,379 
2,223 

3,554 

5,104 
5,213 

4,854 
3,169 3,682 

3,668 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

その他

電話

来所

（件）

35,943

43,225

49,329

52,145
58,528

62,078
68,196

72,792
77,334

82,099
89,490

99,961
102,963

111,172
106,367

106,110

114,481

資料出所：内閣府調べ

配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数の推移
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70,000

80,000

3,608 

14,140 
12,568 

14,410 
16,888 

18,236 
20,992 

25,210 
28,158 

33,852 
34,329 

43,950 

49,533 

59,072 

63,141 

69,908 
72,455 

77,482 

資料出所：警察庁調べ

警察における配偶者からの暴力事案等の相談等件数の推移

（件
）
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ＤＶ相談件数の増加の状況

【ＤＶ相談ナビダイヤル】

※最寄りのＤＶ相談センター

♯８００８（はれれば）

令和２年４月２０日開始

同行支援、保護 等

ＳＮＳ相談
メール相談

10,462 
13,420 

11,150 
13,241 

10,871 
13,523 

12,180 
12,312 

11,113 
11,407 

11,356 
11,557 

1,741 4,329 4,473 4,441 4,597 4,225 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2019 2020 2019 2020 2019 2020 2019 2020 2019 2020 2019 2020

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

(件数)

５月・６月は相談件数が前年同月の約１．６倍に増加

配偶者暴力
相談支援センター

DV相談プラス
（2020.4.20

～）

２４時間電話相談

０１２０－２７９－８８９

38％増66％増58％増45％増 44％増 39％増

(年月)

⑲


